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 論文内容要旨 
 
Comparison of liraglutide plus basal insulin and basal-bolus insulin 
therapy (BBIT) for glycemic control, body weight stability, and 
treatment satisfaction in patients treated using BBIT for type 2 
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【方法】強化インスリン療法を施行している 50 例の 2 型糖尿病患者にお












【結果】研究開始前と比べ 24 週後、Lira＋basal 群において、HbA1c が
7.3±1.2%から 6.7±0.6%へ改善した。（p＜0.05）また Lira＋basal 群に
おいて、BBIT群に比し、体重が 74.1±9.7㎏から 71.7±10.7 ㎏へ有意に
減量（p＜0.05）したが、BBIT群では Lira＋basal群に比し、69.3±12.5
㎏から 72.1±13.8 ㎏へ有意に増加（p＜0.05）した。（p※＜0.005）また、
SMBG において、Lira＋basal 群は 24 週後、朝、昼食前血糖値が有意に低
下（p＜0.05）したが、BBIT 群において眠前血糖が有意に増加した。（p＜
0.05） 
DTSQsにおいて、Lira＋basal 群は BBIT 群に比し、研究前と比べ 24週後、
治療満足度、利便性、融通性、推奨性、継続性において有意に点数が高く
なり（p＜0.05）、治療に対する満足度が高いという結果となった。Lira
＋basal 群において、高血糖の頻度は有意に減少(p＜0.05)した。しかし、
低血糖の頻度については減少傾向であったが、有意な差はつかなかった。 
【結論】インスリン分泌が残存している 2型糖尿病患者において、リラ
グルチド+持効型インスリン併用療法は強化インスリン療法と比し、血糖
改善、体重減量、治療満足度の向上に有用であり、優れている。 
 
 
 
 
